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新型コロナウイルス感染症対策、
　　　地域保健の要の保健所体制の強化こそ!

金
田
県
議

　
知
事
も
今
こ
そ
、
声
を
大
に

し
て
県
内
漁
業
者
の
生
業
を
守

る
、
県
民
の
命
と
健
康
を
守
る

立
場
で
「
海
洋
放
出
反
対
」
を

訴
え
る
べ
き
。

■
知
事

　
県
議
会
の
意
見
書
、
県
漁
協

か
ら
の
要
望
書
も
重
く
受
け
止

め
、
引
き
続
き
国
に
対
し
、
漁

業
者
を
は
じ
め
、
地
元
関
係
者

の
意
見
を
十
分
に
聴
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
国
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
求
め
て
行
く
。

金
田
県
議

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
危
機

が
投
げ
か
け
た
「
複
合
災
害
時

の
避
難
所
の
諸
課
題
」
は
、
原

発
災
害
時
の
避
難
計
画
・
手
段

に
も
重
な
る
課
題
で
あ
り
、「
３

密
」
を
避
け
て
の
避
難
計
画
の

策
定
は
よ
り
困
難
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
知
事
の
認
識
は
？

■
環
境
生
活
部
長

　
原
子
力
災
害
発
生
時
に
は
、

一
般
的
な
感
染
症
対
策
の
ほ
か

屋
内
退
避
で
は
換
気
は
原
則
行

わ
な
い
等
、
各
種
防
護
措
置
を

講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
昨

日
の
国
の
原
子
力
防
災
会
議
に

追
加
・
改
定
し
た
上
で
了
承
さ

れ
て
い
る
。

金
田
県
議

　「
原
子
力
災
害
時
避
難
経
路

阻
害
要
因
調
査
」
の
結
果
が
、

女
川
地
域
原
子
力
防
災
協
議
会

に
報
告
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
避
難
計
画
の
実
効

性
に
大
き
な
疑
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
て
い
る
の
に
何
故
、
議
論

し
な
い
の
か
？
。

　
「
阻
害
要
因
調
査
」
で
、食
料

や
飲
料
水
の
確
保
、
ト
イ
レ
の

確
保
、
バ
ス
の
交
代
運
転
手
の

確
保
等
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
は
大
き
な
問
題
だ
。
避
難

に
要
す
る
日
数
の
長
期
化
と
支

援
の
欠
如
が
合
わ
さ
っ
て
、
避

難
計
画
に
従
っ
た
行
動
自
体
が

避
難
者
の
い
の
ち
と
健
康
を
脅

か
す
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。

■
環
境
生
活
部
長

　「
阻
害
要
因
調
査
」
に
つ
い

て
は
、
避
難
計
画
の
実
効
性
の

向
上
を
目
的
と
し
、
課
題
の
抽

出
や
対
策
の
効
果
検
証
を
行
う

た
め
に
実
施
し
た
。
原
子
力
防

災
体
制
の
備
え
に
「
終
わ
り
」

や
「
完
璧
」
は
な
く
、
今
後
と

も
継
続
的
な
検
証
と
改
善
を
図

っ
て
行
く
。

金
田
県
議

　
今
や
、
原
子
力
発
電
は
コ
ス

ト
の
面
か
ら
い
っ
て
も
優
れ
た

発
電
手
段
と
は
言
え
な
く
な
っ

て
い
る
。全
国
に
先
駆
け
て「
再

稼
働
断
念
」
を
発
信
す
べ
き
時

だ
。
決
断
を
求
め
る
。

■
知
事

　
国
策
と
し
て
原
子
力
政
策
が

進
め
ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ

り
、
再
稼
働
の
是
非
や
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
を
含
む
政
策
の
将
来

像
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
総

合
的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
問
題
。

金
田
県
議

　
昨
年
９
月
の
東
京
地
裁
「
東

電
旧
経
営
陣
、
強
制
起
訴
」
判

決
で
は
、
原
発
の
設
置
・
運
転

に
つ
い
て
「
想
定
し
う
る
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
必
要

な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
運
転
は
お

よ
そ
不
可
能
と
い
う
こ
と
と
な

る
」
と
言
っ
て
い
る
。
知
事
の

認
識
は
？
。

■
環
境
生
活
部
長

　
国
は
「
安
全
神
話
」
と
決
別

す
る
と
の
考
え
の
下
、
新
規
制

基
準
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
、

世
界
的
に
み
て
も
厳
し
い
内
容

で
、
安
全
性
の
向
上
を
目
指
す

ゆ
る
ぎ
な
い
姿
勢
が
反
映
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
国
に
お

い
て
厳
格
な
審
査
が
行
わ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

金
田
県
議

　
国
策
で
あ
る
と
か
国
の
判
断

を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
２

３
０
万
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
に
責
任
を
負
う
知
事
と
し
て

の
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
!!

策
を
講
じ
る
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
減
収
対
策
は
全
国
的
な
問
題

で
あ
り
、
国
が
統
一
的
な
観
点

か
ら
施
策
化
す
べ
き
も
の
。
引

き
続
き
国
に
対
応
を
求
め
て
い

く
。

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス

　
　
　
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

金
田
も
と
る
県
議
の
一
般
質
問

金
田
県
議

　
国
の
社
会
保
障
切
り
捨
て
政

策
の
下
、
宮
城
県
で
も
１
９
９

７
年
に
９
保
健
所
か
ら
７
保
健

所
２
支
所
へ
、
仙
台
市
も
２
０

１
５
年
に
５
保
健
所
か
ら
１
保

健
所
４
支
所
へ
と
「
縮
小
」
さ

れ
て
き
た
。

　
県
と
し
て
各
保
健
所
へ
全
庁

的
な
応
援
体
制
を
取
っ
た
と
言

う
が
、
４
月
は
７
保
健
所
の
う

ち
６
保
健
所
で
過
労
死
認
定
基

準
の
80
時
間
越
え
の
時
間
外
労

働
と
な
っ
た
方
が
出
た
。
本
庁

で
は
２
月
か
ら
５
月
ま
で
１
１

０
時
間
越
え
、
最
高
１
６
７
時

間
と
な
っ
た
職
員
も
。
過
重
労

働
、
過
労
死
予
防
の
点
か
ら
も

大
き
な
問
題
だ
。
応
援
体
制
に

止
ま
ら
ず
、
予
算
を
増
や
し
、

人
員
・
体
制
を
緊
急
に
補
強
す

る
。定
員
増
に
踏
み
出
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
今
後
、
職
員
の
健
康
管
理
に

十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
保

健
師
10
名
を
増
員
す
る
な
ど
専

門
職
の
増
強
を
図
る
ほ
か
、
外

部
委
託
の
積
極
的
活
用
な
ど
に

よ
り
体
制
の
確
保
に
努
め
て
行

く
。金

田
県
議

　
国
の
「
指
針
」
で
も
保
健
所

の
「
強
化
」
が
言
わ
れ
て
い
る

が
、「
全
庁
的
な
協
力
体
制
」

や
「
外
部
委
託
の
推
進
、
Ｉ
Ｔ

の
活
用
」
が
強
調
さ
れ
る
ば
か

り
で
、
必
要
な
人
員
配
置
の
視

点
が
欠
如
し
て
い
る
。「
全
庁

的
な
協
力
体
制
」
で
臨
ん
だ
結

果
が
先
の
時
間
外
労
働
の
実
態

だ
。
今
こ
そ
見
直
す
べ
き
。

保
健
所
体
制
の
強
化
が
言
わ
れ

て
い
る
と
き
に
「
縮
小
」
の
方

針
は
あ
り
得
な
い
。
検
討
さ
れ

て
い
る
登
米
・
栗
原
両
保
健
所

の
支
所
移
行
は
断
念
す
べ
き
。

■
保
健
福
祉
部
長

　
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
保
健
所
を

含
む
地
方
機
関
の
組
織
体
制
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

金
田
県
議

　
全
国
の
感
染
症
病
床
は
１
９

９
８
年
末
に
は
９
１
３
４
床
あ

っ
た
も
の
が
、
２
０
１
９
年
末

に
は
１
８
８
４
床
ま
で
減
ら
さ

れ
、
宮
城
県
で
も
１
８
７
床
か

ら
29
床
ま
で
減
ら
さ
れ
た
。
県

と
し
て「
減
ら
し
続
け
て
き
た
」

こ
と
に
つ
い
て
の
反
省
は
あ
る

か
？

■
保
健
福
祉
部
長

我
が
県
は
、
地
域
の
実
情
を
勘

案
し
て
、
国
の
基
準
よ
り
５
床

多
い
29
床
と
し
て
い
る
。

金
田
県
議

　
国
は
、
国
・
公
立
病
院
の
再

編
統
合
の
判
定
基
準
に
感
染
症

医
療
を
含
ん
で
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
今
年
９
月
で
の
結
論

の
取
り
ま
と
め
の
「
先
送
り
」

を
容
認
す
る
判
断
を
示
し
た
。

　
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
て
、

県
も
地
域
医
療
構
想
の
見
直

し
・
検
討
が
求
め
ら
れ
る
局
面

に
あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
？

■
保
健
福
祉
部
長

　
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る

た
め
の
医
療
機
能
の
分
化
・
連

携
・
集
約
化
の
検
討
は
不
可
欠

で
あ
り
、
地
域
医
療
構
想
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
行
く
。

金
田
県
議

　
国
の
再
編
重
点
支
援
区
域
と

さ
れ
た
仙
南
区
域
に
つ
い
て
、

県
は
刈
田
綜
合
病
院
と
県
南
中

核
病
院
の
「
連
携
プ
ラ
ン
」
を

提
案
。
プ
ラ
ン
で
は
、
刈
田
綜

合
病
院
の
病
床
は
３
０
０
床
か

ら
２
０
２
１
年
度
に
は
１
９
９

床
ま
で
減
ら
さ
れ
る
計
画
に
な

っ
て
い
る
。

　
今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

第
２
波
に
備
え
て
、
感
染
症
病

床
を
確
保
し
、
安
定
し
た
運
用

を
保
証
す
る
計
画
だ
。
性
急
な

再
編
統
合
の
議
論
は
厳
に
慎
む

べ
き
だ
。

■
保
健
福
祉
部
長

　「
プ
ラ
ン
」は
仙
南
医
療
圏
の

持
続
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確

保
と
経
営
の
安
定
化
の
た
め
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
も
の
。

感
染
症
病
床
に
つ
い
て
は
維
持

す
る
。

金
田
県
議

　
感
染
症
対
策
上
の
診
療
制
限

も
あ
っ
て
大
き
く
減
収
と
な
っ

て
い
る
医
療
機
関
へ
の
財
政
支

援
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
地

域
医
療
が
崩
壊
す
れ
ば
、
第
二

波
以
降
に
は
対
応
で
き
な
い
。

各
首
長
か
ら
も
地
域
の
医
療
機

関
へ
の
財
政
的
支
援
が
訴
え
ら

れ
て
い
る
。

　

医
療
機
関
の
減
収
分
の
補

填
、
前
年
度
診
療
報
酬
支
払
額

を
基
に
概
算
請
求
を
認
め
る
措

置
を
国
に
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
県
と
し
て
も
独
自
の
支
援

福
島
第
一
原
発
の「
汚
染
水
」処
理
問
題

女
川
原
発
二
号
機
再
稼
働
を
断
念
せ
よ


